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• 資  料１ 今年度の取り組みについて 
• 資  料２ 普及に向けた取り組みについて 
• 資  料３ モデル授業で作成した学習指導案と教材 
• 資  料４ 広報チラシ（案） 
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第７回 仙台市小学校交通環境学習推進委員会議事録 
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議 事  １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

 （１） モデル授業実施状況の報告 

 （２） 普及に向けた取り組みについて 

 （３） 交通環境学習実施校の募集について 

４ 閉会 

配付資料  資  料① 今年度の取り組みについて 

資  料② 普及に向けた取り組みについて 

資  料③ モデル授業で作成した学習指導案と教材 

資  料④ 広報チラシ(案) 

参考資料① 作業部会議事録 

参考資料② 児童保護者アンケート結果 

 
 



1. 開会 
 
2. あいさつ 

○菊池委員長 
 
3. 議事 

○事務局 
・ 資料①説明 

○菊池委員長 
・ パッケージ 1,3 は前回で発表済み、残りを説明いただいた。 

○鶴巻小学校 狩野校長 
・ リアルに作られた運賃箱により、子どもたちの活動が真剣になった。このような

活動を市内に広めていくには何セットか無いといけないと思う。 
○岸委員 
・ P36 の虹ヶ丘小学校について、生徒自身が必要・不必要を選んだのか、もしくは

先生が分けたのか？また不要派の意見の中に「仙台市補助金」とあるが、生徒自

身からか出たものか？ 
○事務局 
・ 事前学習にて、公共交通がどのような役割を持っているのかというのを学習し、

同じ意見を持つ生徒同士がグループを作った。補助金についても、事前学習から

学んだ。 
○菊池委員長 
・ 必要派・不要派の割合は？ 

○事務局 
・ 討論会を二回行なったが、不要派は 2～3 人が 2 班くらい。圧倒的に必要という

意見が多かった。意見を聞く中で変わっていった。 
○菊池委員長 
・ 討論なので 100：0 ではできない。おそらく先生が 100：0 にならないように、

事前学習にて多面的な見方が出来るよう配慮をしたのではないか 
○事務局 
・ 不明である 

○菊池委員長 
・ 非常に興味深い 

○伊勢委員 
・ 先生方の意見の中にもあった、各学年に取組の目標が設定されていた。目標とい

う視点で、どのような効果があったのか。また目標設定の検証は？ 
○事務局 
・ 一月の作業部会にて先生方から聞いている。次の議題にて扱う。 
・ 資料にも整理しているので、議題２の方で説明させていただきたい。 

 



○菊池委員長 
・ 他に質問無ければ、次の議題に進みたい。普及に向けた取り組みということで、

説明いただきたい。 
○事務局 
・ 資料②説明 

○菊池委員長 
・ 前回意見を頂いて、どのような改善を図るのか望ましいのか。それを分かりやす

くまとめているのが資料②である。このような項目について、盛り込む必要があ

る。モデル事業の効果については 10 ページに要点をまとめている。今年度作成

した事業計画・使用した教材について改善・追加の提案があれば意見を頂きたい。

今年はいろんな視点からのモデル授業を多く実施していただいた。細かいところ

でなく、まずは全体として、こういうものがあれば、現場の先生がやりやすい等

の意見があれば。 
○事務局 
・ 補足として。普及に向けた取組ということで、来年度の内容を固めていく。教材

群を多くの先生方の目に触れていただくような方法について、意見をいただきた

い。今年の特徴そして、環境面の内容が薄いのではないかということで、環境面

の内容を改善したのが、今年度の大きな取組であった。 
○菊池委員長 
・ 来年度に向けた課題について改善点や質問をいただきたい。 

○吉村副委員長 
・ 環境問題について工夫されたが、その上でまた新たな課題があるようである。低

学年は環境問題を捉えにくい。環境面の内容について偏りがある。バスと自家用

車の比較において自家用車が悪者になっているのは、如何なものか。インパクト

を与えつつ、事実を伝える、伝え方の工夫が必要である。茂庭台小について、外

部講師とのすりあわせが不十分であった。外部の専門家の知識を子供の実態に応

じて教える内容の協議が必要では？担任の先生とのすり合わせの充実が必要。 
○事務局 
・ 資料③79 ページに紙芝居の教材について、自家用車がいかにも悪者になってい

るイラストがある。来年度は作りかえようかと思っている。 
○菊池委員長 
・ かなり小学校内部で議論され、最終的に使われなかった。低学年にはインパクト

が強すぎるのではという指摘であった。マンガというのは子供たちにとって入り

やすいものであるが、タッチ等について印象が変わることに留意しなくてはなら

ない。外部講師については？ 
○事務局 
・ 今回初めて事後学習に取り組んだが、打ち合わせが一回しか出来なかった。時間

が短く、本来 MELON さんの方で行なっている講義の内容を省略した授業にな

ってしまったのが原因なのでは。 
 



○菊池委員長 
・ こういうポイントが整理されていれば、MELON さんのほうでも教材・授業構成

などレベルの高いものが出来たのではないかというのがあれば、意見をいただき

たい。 
○岸委員 
・ 時間が短かった。打ち合わせが一回しか出来なかった。こちらが作成した資料も、

言葉の使い方などこちらでは分からないことは、先生と打ち合わせすることで分

かるので、打ち合わせ時間があればよかった 
○嶋中委員 
・ 茂庭台の授業に同席した。会場が体育館だったが、場所の問題もあったのでは？

勉強するという雰囲気よりも、ワイワイな感じが出ていた。落ち着いて聞く準備

が出来てなかったような感じを受けた。教室で行うとよかったのでは。運輸局で

岩手県・宮城県で行っている、バスの乗り方教室の経験では、教室で行っている。 
○菊池委員長 
・ 子供としてはテンションが上がってしまう状況だった。一昨年も模擬運賃箱が出

てきたときの盛り上がりはすごかった。それが悪いわけではないが、考慮すべき。 
○庄司委員 
・ 授業作りのところで、子どもの顔が見えないと知識量がイメージできない。事前

に学校に来て、普段の子どもの様子を見ると授業のイメージも出来やすくなる。

授業を見るだけでも違うのではないか。 
○伊勢委員 
・ コーディネーターの立場から言うと、先生に何度も打合せをお願いするのは難し

い。外部講師が出前授業を行うときには、事前情報をどれだけ的確に得ることが

出来るかが重要である。関係機関にどれだけ協力してもらえるのかなど。どの教

科でやるかによって内容も違う、教材は教材で確定しておいて、細かい対応をす

るために、先生の方から簡単に要望を出せる仕組みがあるといいと思う。 
○菊池委員長 
・ 事務局としても大きな課題と認識しているのでは。全市的に普及することと、綿

密な打ち合わせの両立は難しい。苦労を取り除くような仕組みが必要。資料の中

のマニュアルに関連してくる。教材の利用方法、校外学習の際のバスの手配方法

などのマニュアルの整備をすることが次年度の課題のひとつ。環境について、ど

こまで教えたらいいのか？交通環境学習という名前から、現場の先生がすごいも

のを教えなくてはいう感じになっている。今年度の課題点として、環境面につい

ては 6 年間と通じて環境学習を達成させるのであって、学年にあったレベルを設

定する必要がある。現場の先生には負担無く、子どもたちは楽しく学習できるに

はどのようなことが必要なのか。低学年はきっかけ作り。生き物に対してなんら

かの影響があるということを分かってもらう。中学年では公共交通が環境に優し

いということを伝えられた一方、環境面野内容が難しいという意見もあった。 
○交通エコロジーモビリティ財団交通環境対策部 加藤部長 
・ 最終的な普及の形について。6 年間を通じて完結なのか、色々なものから選択し



ていくやり方なのか、どちらを目指しているのか？ 
○菊池委員長 
・ 私の考えは前者。つまみ食い的授業が実際普及することが可能か考えた場合、先

生方の負担を考えたとき、大きな壁になるのではないか。先生が専門外のことを

教えなくてはならないので、導入・普及が広まらないのではないか。6 年間のカ

リキュラムの流れの中で段階的に知識を教えていき、完成させることが望ましい。

つまみ食い的授業であれば高学年の授業の内容を行えば良い。 
○交通エコロジーモビリティ財団交通環境対策部 加藤部長 
・ 個人的には、通してやっていった方が身に付くし、望ましい。心配なのは、学校

側の負担。学校側の準備対応に心配がある。 
○鶴巻小学校 狩野校長 
・ 2 年生では乗り物の乗り方の学習、4 年生ではごみ処理の学習、高学年では自動

車工業関係の学習があるので、そことリンクさせれば、学習することが可能なの

で、低中高と学習することは極端に負担のかかるものではない。 
○菊池委員長 
・ 現場の負担を少なくしながら、幅広い学年で実施していただけるような方法につ

いてもしっかりと検討していきたい。 
○鶴巻小学校 狩野校長 
・ 環境学習の一環として、ペットボトルのキャップを集めている。集めて物が換金

されて、南アジア・アフリカの恵まれない子どもたちのワクチンになるという取

組をしている。子どもたちは教えたことが日常化しないと、年数時間の授業の中

では日常の中に持っていくのは難しい。目に見えるものがあるとよいのでは。日

常化するのが一番大事である。 
○西嶋委員 
・ 低学年に環境問題を考えるのは厳しい。虹ヶ丘小学校 2 年生が校外学習に行くと

きに、人に優しい地下鉄という視点を与えると、子どもたちはきちんと学習する。

低学年の場合は公共交通機関が人に優しい環境づくりに寄与していると気づか

せることが大切なのではないか。 
・ ３～６年生になると、現場は忙しい。求められることが多い。新たに教科を増や

すことは困難である。総合的な学習のテーマの中で行うと先生にとっては入りや

すいのではないか。教材としてはものすごく良いものだと思う。実際の指導案・

教材をあわせて渡す。すぐに使えるものを提示するとよい。1 年から 6 年までの

カリキュラム大きな流れをこちらで作り、学校へ提案する。 
・ PM2.5 が怖い、といっている 5 年生がいた。大震災・原発事故を通じて環境問

題が身近になっている。そのような関心度が高まっている中で、教材を使いなが

ら公共交通機関を通し環境を学ぶという契機になるのでは。 
○菊池委員長 
・ 低学年はきっかけ作り。そこから中学年から高学年へと発展していくにしたがっ

て、交通と環境の関係を学ぶ。既存のカリキュラムを壊さず、その枠組みの中で、

教材を使っていただくことで、6 年間の流れの中で学べるということを広報する。 



○事務局 
・ 資料④説明 

○菊池委員長 
・ H26 年度以降はモデル校以外に募集を掛けてやってもらう予定である。チラシに

ついて、先生方にきっかけを提供するのが目的である。 
○伊勢委員 
・ チラシの配付タイミングが 4 月上旬となっているが、その時期に募集を掛けるの

か？ 
○事務局 
・ 募集というよりは、このような取組をおこなっているというPRがメインである。

興味のある先生が連絡をしてもらうなり、HP にいってもらうなどが狙い。 
○伊勢委員 
・ 募集は随時ということ？ 

○菊池委員長 
・ 教材開発の支援を行うモデル校はまた別で、それ以外の関心のある学校に手をあ

げてもらう。 
○伊勢委員 
・ ピンポイントで先生とお話しするほうが効率的では？付き合いのある先生方に

可能であればお声掛けしますが。 
○菊池委員長 
・ 本格的に我々の支援なしに実施いただくのが再来年度からになるので、まずは認

知していただくことが大切なのではないか。4 月の段階で広報を実施し、来年度

内でも継続広報し H26 年度に繋げたい。 
○事務局 
・ 気づいた点があれば意見を 

○伊勢委員 
・ 再来年度以降の普及として、当団体で 2 月 9 日に仙台市教育委員会と連携してメ

ニューフェアを開催した。プログラムを持っている団体に集まっていただいて先

生方と担当者が直接話せる機会を設けた。宮城県では初めて行われたもので、参

加いただいた先生方には好評であった。直接プログラムを知る場が非常に重要で

ある。出前授業をしてくれる団体のプログラム集があり、教材提供だけしたいと

いう企業もある。先生方が使いやすいようなテーマ別等で索引できる。プログラ

ム集は新年度に配る予定。 
○菊池委員長 
・ 具体的な普及に向けた戦略を立てて行きたい。 

 



4. 閉会 
○都市整備局 総合交通政策部 佐野部長 
・ 仙台市は環境問題に非常に力を入れている。学校での低学年から高学年までの連

続的な教育は非常に重要と考えている。先生方が授業に入りやすいよう、やり方

まで踏み込んだ形で、負担の掛からず身のあるものにしていきたい。引き続き協

力をお願いしたい。 



平成２５年３月２１日（木）

15:00～17:00

仙 台 市

仙台市小学生交通環境学習推進委員会

＜今年度の取り組みについて＞

資料1
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・パッケージ⑤：台原小学校(5年生)の取り組み P29

・パッケージ⑥：虹の丘小学校(5年生)の取り組み P35



授業の取り組み概要授業の取り組み概要
概 要

モデル校/学年 広瀬小学校 / 2年生

取り組みの目標 ●バスとはどんなものか、バスの乗り方降り方、マナーについて
学ぶことで、バスをより身近に感じられるようになる

●模擬乗車体験を通し、乗車から降車まで学習する。
●バスが環境に良い乗り物であることを知る
●校外学習のカリキュラムにあわせ、実際にバスに乗り、学ん
だことを実践する

使用教材
(仙台市より提供)

①バスノート(PPT形式)
②模擬運賃箱(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ製)

他使用機材等
(学校側で準備)

・テレビ、パソコン
・バス(路線バス貸切り)

実施教科 生活科

学習のタイプ 実践学習

標準時数 2(+校外学習2校時)

パッケージ①

3

学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

STEP1：バスの乗り方降り方とマナー(事前
学習①)

(1校時)
・教材①「バスノート」を使用し、バスの乗り方や
降り方、乗車中のマナーについて知る
・模擬運賃箱を使って、バス料金の払い方をイ
メージする
・CNGバス等、バスの環境にやさしい工夫等を
知る

STEP3：校外学習
(2校時)

・実際に走っている
路線バスに乗ってみ
ることで、学んだこと
を実践する

学習の構成および教材学習の構成および教材
STEP2：バスの乗り方と降り方
(シミュレーション)(事前学習②)

(1校時)
・実際のバスを貸切り、校庭にて乗
車から降車までの流れをシミュレー
ションする
(・バスの運転手さんに、インタ
ビュー形式でお仕事について等の
質問をする)

教材①「バスノート」

２．バスでのやくそく

②ゆずりあいのせき は、
おとしよりや、からだのふじゆうなかたに
せきをゆずりましょう

○ ×

おとしより こうこうせい

にんぷさん

けがをした人

からだのふじゆうな人

３．バスたんけん

バスは いろいろな人の いどうに やくだっているのよ。

教材②「模擬運賃箱」

4



①バスの乗り方、
降り方を知る

事前学習（平成24年9月3日）

②バスの車内マナー
を考える

③バスについて知る

④教室内でバスの模擬乗車体験
・運賃箱のお金を入れる場所を確認
・バスのマナーを代表児童で練習

⑤校庭で実際のバスで乗降練習

モデル授業の実施状況モデル授業の実施状況 ①①

5

校外学習（平成24年9月7日）

②路線バス乗車
（広瀬小学校前→愛子駅前）

③広瀬図書館へ移動、見学

①小学校からバス停へ移動 ④愛子駅へ移動、見学

⑤路線バス乗車
（愛子駅前→広瀬小学校前）

⑥バス停から小学校へ移動

モデル授業の実施状況モデル授業の実施状況 ②②
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学習の評価と今後の取り組みに向けて学習の評価と今後の取り組みに向けて

授業の効果 評価

【学習の効果(児童の理解度)】
普段、あまりバスを利用したことのない児童が、バスの乗り降りやマナーなどについて学び、実体

験することによって、バス乗車への興味をもち、バスを身近なものに感じられるようになった。
○バスノートや模擬運賃箱を利用させていただいたことや、模擬バスの乗車を体験させていただ

いたことで、バスの利用の仕方についての理解を得ることができた。また、校外学習で実際に乗車
する際に、自信をもって体験することができた。
○図書館や駅など、公共の場所への校外学習の際に、公共交通機関のバスを利用し、場所・乗

り物だけでなく、そこで働く人々・関わりのある人々の思いも学ぶことができた。

【課題点】
この取り組みに関する様々な機関との連携
カリキュラムにどのように位置づけるか。

例えば、低学年で「環境」のことを学習内容に入れるとなると、今回の実践時数では足りない。
↓

今回「環境」のことを「バストマメちゃんとラビットだんしゃく」を利用して学習しようかと思いましたが、
イラスト（悪役ギャングのよ うなウサギの車）が気になり、使いませんでした。車も大事な交通手段
の一つなので、児童へ提示する資料は検討を要すると感じました。

7

【【参考参考】】教材等への感想教材等への感想((アンケートよりアンケートより))
実施における工夫点等

良かった点・工夫された点 悪かった点・苦労された点

授業の準備について

•町探検の単元の中に公共の乗り物
の利用について組み込んだことによ
り、単発の学習とならないよう工夫し
た。

•バス乗車の手配等を、相談に乗って
いただいて、助かった。

•交通環境学習の取り組みに関
する様々な機関(交通局等)と
の連携に関して、学校が直接
交渉を行うことが難しい。

実施授業に
ついて

事前学習

•バスノートの利用により、低学年児
童にも分かりやすく説明ができた。

•模擬バス乗車体験を通して、バスの
仕組みについての理解が得られた。

校外学習
•バスの本数や時刻、他の乗客
への配慮などについて、学年
全体で動く際の計画に苦慮。

教材について バスノート

•「バスの乗り方・降り方」「バスのやく
そく」の内容、イラストともに精選され
ており、低学年児童の興味を引くも
のであり、分かりやすい。

8



授業の取り組み概要授業の取り組み概要
概 要

モデル校/学年 鶴巻小学校 / 2年生

取り組みの目標 ●バスの乗り方降り方、マナーについて学ぶことで、バスをより
身近に感じられるようになる

●校外学習のカリキュラムにあわせ、実際にバスに乗り、学ん
だことを実践する

●地球温暖化と交通には関係があることを知り、バス利用が環
境を守る事にもつながることを知る

使用教材
(仙台市より提供)

①バスノート(PPT形式)
②模擬運賃箱(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ製)
③シロクマたちを助けよう(仙台市からは動物たちが困っている
写真のみ提供)(PPT形式)

他使用機材等
(学校側で準備)

・テレビ、パソコン
・教材③の作成、写真の加工等(PPT形式)
・模擬発券機(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ製)

実施教科 生活科、道徳

学習のタイプ 実践学習、座学

標準時数 2(+校外学習)

パッケージ②

9

学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

STEP1：バスの乗り方降り方とマナー(事
前学習①)

(1校時)
・教材①「バスノート」を使用し、バスの乗り方
や降り方、乗車中のマナーについて知る
・模擬運賃箱・模擬発券機を使って、バスに
乗るところから、降りるまでを学習する

STEP3：校外学習
(2校時)

・バスにのって校外
学習に出かける
・乗車券を実際に取
り、模擬のお金と一
緒に運賃箱へ入れ
る(貸切バス)

学習の構成および教材学習の構成および教材
STEP2：シロクマたちをたすけ
よう (事前学習②)

(1校時)
・温暖化により困っている動物たち
を助けるためには何ができるかを
考える
・バス(公共交通)を利用することで
も、動物たちを助けることに貢献で
きることを知る

教材①「バスノート」

２．バスでのやくそく

②ゆずりあいのせき は、
おとしよりや、からだのふじゆうなかたに
せきをゆずりましょう

○ ×

教材②「模擬運賃箱」
教材③「シロクマたちをたすけよう」
（仙台市からは写真のみ提供）
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①バスの乗り方、降り方を知る

事前学習①（11月13日）

③道徳「シロクマたちをたすけよう」
・排気ガスと温暖化の関係の確認
・バス利用が温暖化抑制・シロクマたち

を助けることに繋がると知る

②教室内でバスの模擬乗車体験
・整理券の取り方を確認
・運賃箱のお金を入れる場所を確認

モデル授業の実施状況モデル授業の実施状況 ①①
事前学習②（11月16日）

11

モデル授業の実施状況②モデル授業の実施状況②

②バスに乗降、乗車券を取る

校外学習（11月28日）

①小学校を出発 ③車内の様子

④到着・降車

12



授業の効果 評価

【学習の効果(児童の理解度)】
バス停調べ

科学館へ行くための計画から学習を組み立てました。その際、バス停を調べることで、発着時刻やバス順路を知る
ほかに、禁煙ポスターに目をとめ、公共物には守るべきルールやマナーがあることを知りました。
環境学習

「シロクマたちをたすけよう」の授業後、シロクマの絵本を作る児童がいました。環境問題について考えるきっかけと
なりました。低学年では、ＣＯ２問題で困っている生き物がいることを知るくらいで良いのではないでしょうか。
バスの乗り方

整理券の取り方や運賃箱への支払いの仕方などを体験したことで、自信をもってバスに乗れるようになったという
声が多くありました。
公共物の利用

後日、家族とバスに乗った子や科学館に行ってみた子が数名いました。子どもが家族と追体験したいという思いを
もちました。

【課題点】
公共機関の選択

低学年では公共交通を２種類以上同時に学習するよりは、1年でバス、2年で地下鉄というように分けた方が詰め

込みすぎることがないと思います。
インタビュー

どうしたらバスの運転手さんになれるのか？どんな仕事をしているのか？という質問が出ました。直接インタビュー
ができる機会をもちたかったです。

学習の評価と今後の取り組みに向けて学習の評価と今後の取り組みに向けて
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【【参考参考】】教材等への感想教材等への感想((アンケートよりアンケートより))
実施における工夫点等

良かった点・工夫された点 悪かった点・苦労された点

授業の準備について

•提供してもらえる内容が、事前に提示
されていた事。

•低中高と、学年部の目標が明確だった
こと。

•時数の調整。年度途中で取り組
むことが決まった場合難しい。

•低学年部での公共交通と環境の
関連付け

実施授業に
ついて

事前学習
•身近なバス停が始発のバス停であり、
じっくり観察可能であったこと。

校外学習
•運転手さんの協力。バスクイズに補足
をしてもらえた事。

•調べたバス停からでなく、校門前
から乗車であったこと。

•科学館にて地球温暖化に関する
授業をお願いしたかったが、依頼
が遅れ断念。早期の依頼が必要。

教材について

バスノート

•デジタル教材であり、集中させることが
でき、児童の実態にあわせた加工も容
易。

• 4年生の資料、地下鉄の教材も応用と
して後日使用。(あると便利)

シロクマ
たちを

たすけよう

•道徳とリンクすることで、2年生なりに温

暖化を受け止めることができた。
•写真は視覚的に分かりやすいものだっ
た。

•温暖化について意図的に広報さ
れている情報があり、実情から逸
脱しない指導を心がけた。

•出前講義があることを後から知り、
残念。
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授業の取り組み概要授業の取り組み概要
概 要

モデル校/学年 茂庭台小学校 / 3年生

取り組みの目標 ●バスの乗り方降り方、マナーに加え、地下鉄の乗り方降り方・
マナーについて学ぶ

●校外学習のカリキュラムにあわせ、バス・地下鉄に乗り、学ん
だことを実践する

●交通と地球温暖化の関係を学び、大人数の移動の際は公共
交通の方が、地球にやさしいことを知る

使用教材
(①～③仙台市よ
り提供
④⑤：MELONさん
より提供・貸与)

①バスノート(PPT形式)
②地下鉄にのってでかけよう(PPT形式)
③模擬乗車セット(模擬券売機・模擬改札機)(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ製作)
④交通と地球温暖化(MELONさん作成)(PPT形式)
⑤エネルギーバッグ(MELONさん保有)

他使用機材等
(学校側で準備)

・テレビ、パソコン

実施教科 総合的な学習

学習のタイプ 実践学習

標準時数 3(事前学習)+校外学習1日+2(事後学習)

パッケージ
③

15

学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
等
よ
り
提
供)

STEP1：地下鉄の乗り方降
り方とマナー(事前学習①)

(1校時)
・教材②「地下鉄に乗ってでかけ
よう」を用いて地下鉄の乗り方や
マナー（優先席について特に学
習）を知る
・先生の寸劇を見て、地下鉄マ
ナーの間違いを指摘することで、
考えながら学ぶ

STEP4：交通と地球温暖化(事後
学習)(外部講師：MELONさん)

(2校時)
・交通と地球温暖化の関係、バスと自
家用車の温暖化への影響の違いを学
ぶ
・エネルギーバッグを用い重さを比べる
ことで、バスと自家用車の二酸化炭素
排出量の差を体感する

学習の構成および教材学習の構成および教材
STEP2：バスの乗り方降
り方とマナー(事前学習
②)

(1校時)
・教材①「バスノート」を用い
て学習
・新たにバス料金表の見方、
子供料金について知る

教材②「地下鉄に乗ってでかけよう」 教材①「バスノート」

S
T
E
P

3
：
校
外
学
習

教材④「交通と地球温暖化」

教材⑤「エネルギーバッグ」

16



・寸劇を通してのマナー学習 ・料金表の見方の学習

事前学習①②(平成24年9月27日）

・模擬券売機・模擬改札機を用いての室内乗車体験

①地下鉄の乗り方・降り方・マナーについて学ぶ ②バスの乗り方・降り方・
マナーについて学ぶ

モデル授業の実施状況①モデル授業の実施状況①

17

校外学習（平成24年10月3日）

②バス（学校専用※1）乗車
(茂庭台5丁目→仙台駅前)

③仙台駅にて地下鉄に乗り換え
(仙台駅→旭ヶ丘駅)

①小学校からバス停へ移動

④仙台市科学館にて見学、理科の実験

⑤バス（学校専用※2）にて小学校へ移動

モデル授業の実施状況②モデル授業の実施状況②

※1：「続行便」（路線バスと同様）に乗車、個々にバス代を支払う ※2：「臨時便」に乗車、個々のバス代の支払いはない 18



外部講師(MELONさん)による事後学習（平成24年10月23日）

①地球温暖化と交通、バス利用が温暖化対策になりうることを学習。

②エネルギーバッグを用いて、60人で移動した場合のバスとクルマの二酸化炭素

排出量の違いを重さで体感。

モデル授業の実施状況③モデル授業の実施状況③

19

授業の効果 評価

【学習の効果(児童の理解度)】
公共交通機関を利用する上でのマナーを事前学習と校外学習において、自然に体得することが

できた。
公共交通を個々に利用させることで、判断力を高めることができた。
交通と地球温暖化の関係を学ぶことで、自分たちが地球のために何ができるかなど、環境への意

識向上が図られた。

【問題点】
事前学習で学んだ乗車マナーや乗車方法を実践の中で生かすには、他のお客さんと一緒に乗車

するなど、より現実的な状況のもとに場を設定する必要性を感じる。地下鉄における実践は非常に
有効的であったが、バス乗車においては、公共交通機関の協力がもっと必要である。
事後学習の講話について、発達段階に応じた内容を精選してほしかった。

学習の評価と今後の取り組みに向けて学習の評価と今後の取り組みに向けて

20



【【参考参考】】教材等への感想教材等への感想((アンケートよりアンケートより))
実施における工夫点等

良かった点・工夫された点 悪かった点・苦労された点

授業の準備について •教材(教具)作成への協力。
•時間の確保。
•バスの手配(授業内容に沿った
手配ができなかった)

実施授業に
ついて

事前学習 •模擬授業(乗車体験)

校外学習 •人員を派遣してもらえたこと
•バスの学習(市営バスの協力を
得られない点があった)

外部講師の
授業について

•パワーポイントの画像体験
•講話内容の共通理解が図られ
ず、話の内容が学校側の意図
と異なった事。

教材について

バスノート •カラーで見やすい

地下鉄に
乗って

でかけよう
•カラーで見やすい

21



授業の取り組み概要授業の取り組み概要

概要

モデル校/学年 鶴巻小学校 / 4年生

取り組みの目標 ●公共交通とは何かを知る。
●公共交通と自家用車を比べた時に、良い点、よくない点は何
かを考える。

●みんなが公共交通を利用することで、排気ガスを減らせたり、
渋滞の緩和等に繋がることを知る。

●バスの時刻の調べ方を知る。

使用教材
(仙台市より提供)

①公共交通について(PPT形式)
②紙芝居
③バスの時刻調べ(テキスト)(配布用：word、説明用：PPT形式)

他使用機材等
(学校側で準備)

テレビ、パソコン(インターネット環境)

実施教科 総合的な学習

学習のタイプ 実践学習

標準時数 2(+校外学習分)

パッケージ④

23

学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

教材③「バスの時刻調べ」

STEP2：時刻調べ (事前学習②)
(1校時)

・パソコン(仙台市交通局のHP)を
使った、バスの時刻の調べ方を学
ぶ
・自分でバスの時刻を調べられる
ようになる

校
外
学
習

STEP1：公共交通とは（事前授業①）
(1校時)

・公共交通とは何かを知る
・公共交通と、自家用車の良いところ・良くないところを
考え発表し合う
・紙芝居を見て、公共交通は自家用車よりも環境にや
さしいということを知る

学習の構成および教材学習の構成および教材

教材①「公共交通とは」 教材②「紙芝居」
 

 

24



事前学習①（11月28日）

モデル授業の実施状況①モデル授業の実施状況①

●公共交通と自家用車の違いを考える

25

モデル授業の実施状況②モデル授業の実施状況②

校外学習（12月12日）

●バス停にてバスに乗車●パソコンでのバスの時刻の調べ方を知る

事前学習②（12月5日）

26



授業の効果 評価

【学習の効果(児童の理解度)】
公共交通と自動車の長所と短所を考えさせることで、公共交通の良さを理解させることができた。
紙芝居を通して、公共交通が環境に優しいことを理解させることができた。
「バスの時刻調べ」プリントを使うことで、自分だけでも時刻と運賃を調べられるという実感をもた

せることができた。

【課題点】
「バスの時刻調べ」で調べたことが、校外学習当日の活動につながらなかった。
バスの乗り方（運賃の支払い方、マナー等）についても、系統立てて学習する必要がある。
鶴巻小学校の学区はバスの利便性が良くないため、バスの長所を児童が実感しにくい。

学習の評価と今後の取り組みに向けて学習の評価と今後の取り組みに向けて

27

【【参考参考】】教材等への感想教材等への感想((アンケートよりアンケートより))
実施における工夫点等

良かった点・工夫された点 悪かった点・苦労された点

授業の準備について
•資料準備、教材の提案をしてもらえ
た事。

実施授業に
ついて

事前学習
•教材作成の意図の通りに児童の反
応があった。

•バスの時刻調べで調べた内容
を、校外学習時に活かせな
かった事。

校外学習
•少しでもバスの感覚を感じてもらうた
め、実際のバス停から乗り降りした。

•バス1台に2クラスを乗せたが、

スペース的に余裕が無かった。

教材について

公共交通
について

•PPTで作成されており使いやすい。

•事前に改善点を確認し、修正できた
ことも良かった。

紙芝居
•公共交通の利点、環境問題につい
て分かりやすくまとめてあり、使いや
すい。

バスの
時刻調べ

•順を追うだけで、児童だけでも時刻、
運賃を調べられるようになっており、
4年生でも十分活用できた。

•事前に児童がパソコンに慣れ
ている必要がある。

28



授業の取り組み概要授業の取り組み概要

概要

モデル校/学年 台原小学校 / 5年生

取り組みの目標 ●校外学習(社会科見学等)のカリキュラムにあわせ、市内の公

共交通を利用。その経路・時刻の調べ方を知る。
●自家用車と公共交通を利用した場合の二酸化炭素排出量の
違いを知り、交通・二酸化炭素・温暖化の関係を理解する。

使用教材
(仙台市より提供)

①バスの時刻調べ(テキスト)(配布用：word、説明用：PPT形式)
②バスの時刻調べ(worksheet)(word形式)

他使用機材等
(学校側で準備)

テレビ、パソコン(インターネット環境)

実施教科 社会科

学習のタイプ 実践学習

標準時数 4(+校外学習分)

パッケージ⑤
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学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

教材①「バスの時刻調べ(テキスト)」

STEP2：時刻調
べ (事前学習①)

(1校時)
・パソコン(仙台
市交通局のHP)
を使った、バス
の経路・時刻の
調べ方を学ぶ

STEP3：時刻調べ(事前学習②)
(1校時)

・実際の行程に合わせて、バスの経路・時刻
を調べ、行動計画を作成する
・簡便的な計算を用い、今回の課外学習にお
いて自動車を使った場合と、バスを使った場
合の二酸化炭素排出量を試算し、比較する
・巻末のコラムを読んで、二酸化炭素の排出
と環境(温暖化)について知る

校
外
学
習

STEP4：
総括(1校
時)
・校外学習
をもとに新
聞を作成す
る。

学習の構成および教材学習の構成および教材

教材②「バスの時刻調べ(worksheet)」

◆主な原因は、みんながいつも吸っている空気中に

ほんの少しだけ含まれている二酸化炭素という気体です

◆二酸化炭素は太陽から浴びる熱を宇宙へ逃がさないよう、閉じ込める働きをします

(二酸化炭素が無いと逆に地球は寒すぎて、人間は生きられません)

◆しかし、二酸化炭素が増えると、地球の温度が高くなっていきます

◆これが地球温暖化です

地球温暖化のって知ってますか？
ち きゅう おん だん か

何が原因？

どういうしくみで温暖化するの？

78%

21%

1%

窒素

酸素

その他

に さん か たん そ

げんいん す

ふく

ほんの少ししかない「その他」に中の
さらにほんの少しが二酸化炭素です

きたい

げんいん

うちゅう に と こ

ふ

ち きゅう おん だん か

おん だん か

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん か たん そ

空気
全体

▲ふつうの地球 ▲温暖化した地球

熱が逃げていかない！

ぎゃく

少しだけ熱が地球に残り

余分な熱は宇宙に逃げていく

STEP1：
行程計画

(1校時)
・校外学
習の行程
を班ごとに
作成
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事前学習①（11月16日）

班の行動計画にあわせ、バスの経路・
時刻を調べる

モデル授業の実施状況①モデル授業の実施状況①
事前学習②（11月22日）

バスの経路・時刻の調べ方を学ぶ

31

モデル授業の実施状況②モデル授業の実施状況②

校外学習（11月30日）

①学校を出発

②地下鉄に乗車

③各目的地に向け乗り換え
・市営バス

・るーぷる仙台

32



授業の効果 評価

【学習の効果(児童の理解度)】
事前にバス・地下鉄の乗り方指導（バス停の位置、料金の払い方、運行コースなど）を十分に行っ

ていたので、トラブルもなく、計画通りに活動することができた。
環境の学習（総合的な学習）と関連させて、地球温暖化等に対する問題意識を持たせることがで

きた。

【問題点】
社会科と総合的な学習のねらいが違っているので、環境について十分に理解させることができな

かった（中途半端な感じがした） 。

学習の評価と今後の取り組みに向けて学習の評価と今後の取り組みに向けて

33

【【参考参考】】教材等への感想教材等への感想((アンケートよりアンケートより))
実施における工夫点等

良かった点・工夫された点 悪かった点・苦労された点

授業の準備について
•授業者の意向を反映した詳しい資
料を作成していただいたので、授業
計画を作りやすかった。

•学習のねらいが違っている社
会科と環境学習を一緒に実施
したことで、深い理解にはなら
なかった。

実施授業に
ついて

事前学習
•資料を活用できたので、個別の学習
でも全員が、時刻表を調べ、計画を
立てることができた。

校外学習 •見学の見通しがもてた。
•時間的な制約があり、見学場
所が限られてしまった。（バス
時刻）

教材について

バスの
時刻調べ
（テキスト）

•丁寧に作られていたので、パソコン
操作が苦手な児童でも、1人で活動

することができた。

バスの
時刻調べ
（ワーク
シート）

•授業後に、テキストとワーク
シートを1冊にまとめた方が使

い勝手がよいと感じた。

34



授業の取り組み概要授業の取り組み概要

概要

モデル校/学年 虹の丘小学校 / 5年生

取り組みの目標 ●公共交通と、自家用車の現状・違いを知り、根拠を明確にして
公共交通の必要性について考える

●パネル討論会を通して自分の考えの深まり、変化を確認すると
ともに、環境面、社会貢献面から見た、公共交通のメリット・デメ
リットを理解する

使用教材
(仙台市より提供)

①公共交通とは(PPT形式)
②市営バス、市営地下鉄の統計データ(PPT形式)

他使用機材等
(学校側で準備)

・テレビ、パソコン
・教材②を加工、取捨選択等したもの

(説明用：グラフの加工、PPT上での見栄えの調整等)
(討論用：児童がプレゼン時に使いやすいよう各々PPT上で加

工)
実施教科 国語

学習のタイプ 討論学習

標準時数 5

パッケージ⑥
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学
習
の
構
成

教
材(

仙
台
市
よ
り
提
供)

教材①「公共交通とは」

たくさんの人がいっしょに乗れる乗り物を
「公共交通」といいます

出典：エコモ財団HP

STEP1：導入
(1時間)

・パネル討論会
とは何か知る
パネルディス
カッションの進め
方について知る

STEP2：公共交通とは(事前学習)
(1時間)

・パネル討論会テーマとなる公共交通
とは何か、公共交通の現状について
知る
・教材の内容をヒントに、公共交通の
必要性について自分の考えを持つ

STEP3：討論会
(準備+討論会2回=3時間)

・公共交通必要派(理由によって複数班)と不
要派に分かれ、各班の主張に応じ、必要な
データを用いて討論会を行う
・必要派の理由の中で「環境面」や「交通弱者
への配慮」等公共交通が果たす役割について
学ぶ

学習の構成および教材学習の構成および教材

市営バスの年間乗車人数

※昭和59年度以降には敬老乗車証に係る分を含む。

平成5年度以降にはふれあい乗車証に係る分を含む。
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年間乗車人数
（百万人）

出典：仙台市交通局

わり あい

市営バスの運営費の割合
※平成23年度

出典：仙台市交通局

運賃収入

71%

仙台市の

補助金

（税金）

29%

ほ じょ きん

どんな人達がバスを待っているかな？

出典：エコモ財団HP

みんなが自動車で移動したらどうなるかな？

教材②「市バスに関するデータ」

260 

1,800 

0 500 1,000 1,500 2,000

バス

自動車

（g‐CO2/㎞・30人）

に さん か たん そ

１ｋｍ走って出す二酸化炭素の量

７倍

※30人でお出かけする場合（バスはみんなで1台に、自動車は1人で1台に乗るものとする）

×30台

ほ じょ きん

仙台市のバスの補助金で買えるもの

149万個

19,500個

1,960台

ドッジボール
（2,000円）

サッカーゴール
（15万円）

グランドピアノ
（152万円）

※平成23年度の補助金（資料：仙台市交通局）
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事前学習（11月20日）

①バス不要派の発表

モデル授業の実施状況モデル授業の実施状況 ①①
討論会（前半）（11月28日）

①公共交通とは何かを知る

②公共交通の現状(利用者数・運行本
数等)を知る

②高齢者のためにバスは必要派の発表

37

モデル授業の実施状況②モデル授業の実施状況②

討論会（後半）（11月30日）

①前回までのおさらい

②バス不要派の発表

③身体の不自由な人のために必要派の発表

④車や免許のない人のために必要派の発表

⑤排気ガスを減らすために必要派の発表
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授業の効果 評価

【授業の効果(児童の理解度)】
「グラフ」「図や写真」などの客観的な資料を用いて公共交通機関の効果と課題について学んだこ

とにより、公共交通機関（市営バス）の是非について根拠を明確にして意見を持つことができた。
パネル討論会を通して，市バスの要不要について、各々の立場の意見をデータをもとに説明した

り、相手の意見を聞いたりしたことで，市バスの効果と課題についての考え方を深めることができた。
児童から出された意見と主な理由（①税金を多額に使うので不要、②高齢者のために必要、③

体の不自由な人のために必要、④渋滞解消のために必要派、⑤環境保全のために必要派、⑥保護
者へのアンケート結果から必要）

【課題点】
５年生の国語の単元「パネル討論会をしよう」で取り組んだが，市バスを利用した体験が少ない児

童が多い場合は児童に身近なテーマとは言い難く、授業が難しい。
討論会での発表のために自分の意見の裏付けとなるデータ集めの活動を行ったが、児童だけで

は探しきれず、担任を通して交通局やパシフィクコンサルタンツさんにお願いをして用意した。環境
保全以外にも現在抱える赤字やその解消のための努力、バスの様々な効果，高齢化への対応等
の内容を分かりやすくＷｅｂやバンプなどに提示して、子供が目にできるようになるとありがたい。

学習の評価と今後の取り組みに向けて学習の評価と今後の取り組みに向けて
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【【参考参考】】教材等への感想教材等への感想((アンケートよりアンケートより))
実施における工夫点等

良かった点・工夫された点 悪かった点・苦労された点

授業の準備について

•バス、地下鉄のリテラシーのみなら
ず、市バスの課題、必要性を児童な
りに総合的に考えられるように、パ
ネル討論会形式とした。

•学区内に市営バスが運行して
おらず、児童にとって身近な交
通機関ではなかった。

実施授業に
ついて

仙台
市営バス
の学習

•バス(公共交通機関)の役割や、利点

と課題を整理して学ばせることがで
きた。

•児童の市バス利用経験が少な
いため、実感の伴う理解となっ
たかどうか不安。

パネル
討論会

•必要・不要の立場から意見を言い合
うことで、市バスの現状と抱える問
題点や必要性を児童なりに考える事
が出来た。

•同上

教材について

公共交通
について

•グラフや表をもとに、視覚に訴える
資料を用意できた。

•児童自身が取材したり、実物に
触れる機会を持てなかった。

パネル
討論会用
資料

•同上。
•児童が自分で工夫して資料を作成し
たり、探したりしており、その過程も
交通環境学習として充実していた。

•時間の関係で、児童の質問を
基に、交通局等から資料をもら
う形となっただけの班もあり、児
童が直接取材できるとよかった。
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資料2

仙台市小学生交通環境学習推進委員会

＜普及に向けた取り組みについて＞

①過年度からの改善点①過年度からの改善点((授業計画について授業計画について))
環境学習の取り込みが課題として挙がっており、下表の目標に従い学習指導案へ組み込んで頂くよう依頼。
学年に応じたレベルの内容を考慮し、それぞれ教材へ反映。

低学年 中学年 高学年

学習目標 公共交通を身近に感じる
公共交通に親しみながら、
公共交通に乗れるようになる

公共交通でおでかけできる
公共交通を使い、目的の
場所まで行けるようになる

公共交通を賢く使える
ケースに合わせ、交通手段
を賢く選択できるようになる

学習内容
青字：達成できていない内容
赤字：課題への対応として、
新規設定した内容

①：公共交通の環境面への
役割に関する内容
②：公共交通のまちづくり面
への役割に関する内容

・色々な交通手段を知る
・公共交通を知る
・乗り方、降り方を学ぶ
・公共交通利用のマナーを知る
①公共交通の利用は、環境にも
よいことを知る

・公共交通でのおでかけ
◇目的地までの行き方
を調べる

◇時刻、運賃等を調べる
◇実践する

②公共交通とまちづくりの
関係を知る

①公共交通と環境の
関係を知る

①②色々な交通手段のそれぞれ
の長所、短所を知る
◇環境面
◇時間面
◇安全面
◇経費面
◇健康面 等

②公共交通の役割を知る
・交通手段の選び方を考える

取
り
組
み
内
容

継続して
取り組む内容

・模擬乗車体験ｸﾞｯｽﾞで事前学習
・バスノートを用い乗降車法、マ
ナーの学習

・バスの時刻調べを用い、バスの
時刻や運賃の調べ方を学習

・バスの時刻調べを用い、バスの
時刻や運賃の調べ方を学習

未達成の学習に
対する取り組み

内容

-

・公共交通と自家用車の長所短
所を教える中で、自動車を運転で
きない人の移動手段になっている
ことを教育

・既存の教材にコラム的に交通と
環境の話を追加
・環境面、公共交通の役割等、多
面的な理由からのバスの是非に
ついて討論形式の授業を実施

新規設定学習に
対する取り組み

内容

・写真等を用い、温暖化、温暖
化によって世界で起こっている
問題等を教える内容に
・公共交通が温暖化対策になり
うることを教える内容に

・紙芝居を利用し、公共交通が環
境にやさしいことを教育
・外部講師による交通と環境とい
う内容の講話

-
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①過年度からの改善点①過年度からの改善点((授業計画について授業計画について))

学校・学年 新たに取り込んだ学習内容 該当資料・頁

広瀬小2年 • 環境負荷の少ない、工夫されたバスがあると知る • 資料③P33～36

鶴巻小2年
• クルマが出す排気ガスによる環境汚染で、困っている動物のためにできることを考える
• 道徳の単元「シロクマたちを助けよう」に組み込み

• 資料③P8～9

茂庭台小3年
• 優先席付近のマナーを学ぶとともに、高齢者等、いろいろな人が公共交通を利用して
いることを知る。

• 事後学習として、校外学習にて公共交通を利用した経験を基に、交通と環境の関係に
ついて学習。

• 外部講師対応
• 資料③P55～63

鶴巻小4年

• 公共交通とは何か、公共交通と自家用車の違いを自分たちで考え、比較することで、
両者の公共交通の役割(まちづくりの面、環境面を含めたメリット/デメリットを知る。

• 紙芝居を用いて、自家用車と比べて公共交通のどういうところが良いか確認する。

• 資料③P12･13

台原小5年

• 仙台市交通局のHP でバスの時刻や経路を調べると同時に表示される移動距離と、原
単位を用いて二酸化炭素排出量を簡便的に算出し、環境負荷の違いを知る。

• 温暖化の仕組み(乗り物との関連性)を、教材に追加したコラムを読むことで学習。

• 資料③P101～107

虹の丘小5年

• パネル討論会(国語)「仙台市営バスの必要性とその理由」に組み込み。
• 「バスは環境にやさしいから」「高齢者・交通弱者のため」という必要派グループを混ぜ
て討論することで、環境負荷が少ない・交通弱者の足となるといったメリットがあるとい
うことを理解する。

• 資料③P18～21

■各校の授業への反映について

3

３．バスたんけん

①低床バス
ていしょう

床が低く、出入口に
かいだんがないよ！

ゆか ひく でいりぐち

おとしよりや車イスの
人がのりやすいね！

バスそのものに興味を持ってもらえるよう、バスのエンジンや、運転席がどうなっ
ているか等を紹介するページを追加(①～④)
車イスでも乗れるバス、環境負荷の少ないバス等、バスの種類についても紹介
(⑤～⑥)

３．バスたんけん

①バスのおおきさ

バスってこんなに
おおきいんだね！

３．バスたんけん

⑤バスのうんてんせき
うんてんしゅさんは、
これをひとりでそうさ
するよ。

おとしより こうこうせい

にんぷさん
けがをした人

からだのふじゆうな人

３．バスたんけん

バスは いろいろな人の いどうに やくだっているのよ。

３．バスたんけん

⑥からだのふじゆうなひとのためのくふう

車イスのひとの

ためのスロープ

車イスのひとの

ためのスペース

３．バスたんけん

②CNGバス てんねんガスを
ねんりょうにする
かんきょうに
やさしいバスだよ！

シーエヌジー

①

②

③

④

⑤

⑥

①過年度からの改善点①過年度からの改善点((教材：低学年用バスノート教材：低学年用バスノート)()(広瀬小・鶴巻小広瀬小・鶴巻小))

資料③ P30～36 4



運賃表の見方に重点を置いて学習するためのページを追加

２．運賃表の見方

運賃表を見て、

運賃がいくらなのか

分かるようになりましょう

バスにのる時にとった

「整理券」と「運賃表」を

見れば分かるよ

整理券

運賃表

うんちんひょう

うんちん

うんちんひょう

せいりけん

うんちんひょう

せいりけん

う ん ち ん ひ ょ う

２．運賃表の見方
う ん ち ん ひ ょ う

大人料金を半分（2でわる）にするときに注意することがあります。

それは「一の位が０になるように切り上げ」をしなければいけな

いということです。

バスではらうお金で“1円玉”と“5円玉”はつかえないんだったね!

…でも、切り上げって何？？

切り上げとは

●バス料金を2でわると一の位が「０」になる時と、「５」になる時の2パターンあります。

●たとえば…
①大人料金340円→子ども料金は340円÷2＝170円→一の位が0なのでそのまま

②大人料金410円→子ども料金は410円÷2＝205円→210円（一の位が5なので切り上げ）

りょうきん

りょうきん

き あ

ちゅうい

どうしても料金が分からない時は、運転手さんに聞きましょう
りょう きん うん てん しゅ

２．運賃表の見方

バスカードはここにいれるよ。

＜クイズ！！＞

10
↓整理券

運賃表→

次は 仙台駅前
整理券番号 １ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

バ ス

500 500 500 400 400 300 300 300 200 200

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

100 100 100

乗

継

地下
一区

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

地下
二区

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

バス

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

う ん ち ん ひ ょ う

うんちんひょう

せいりけん

いくらはらえば
いいか

わかるかな？

２．運賃表の見方
う ん ち ん ひ ょ う

「整理券」には「１」番と

書いてあるね

せいりけん

「整理券」に書いてある番ごう

の下の数字が運賃です。

この場合「340円」ですね。

せいりけん

すうじ うんちん

バスの運賃は

この行に書かれるよ

うんちん

①過年度からの改善点①過年度からの改善点((教材：中学年用バスノート教材：中学年用バスノート)()(茂庭台小茂庭台小))

資料③ P44～47 5

運賃表の見方、校外学習で実際移動する経路を視覚的に知るため新規作成
（①～②）
実際のバスの進行にあわせて変わっていく運賃表を再現（③～④）

科学館までの道のり

バスでいどう 地下鉄でいどう

科学館にとうちゃく

学校を出発
仙台駅で乗りかえ

(バス⇒地下鉄)

科学館までの道のり

茂
庭
台
小
学
校

茂
庭
台
五
丁
目

茂
庭
台
四
丁
目

梨
野

松
倉
･
盲
導
犬
訓
練
セ
ン
タ
ー

綱
木

広
瀬
病
院
前

大
梅
寺
前

西
国
道
維
持
出
張
所
前

立
町
小
学
校
前

東
北
公
災
病
院

戦
災
復
興
記
念
館
前

広
瀬
通
一
番
町

地
下
鉄
広
瀬
通
駅

仙
台
駅
前

も
に
わ
だ
い
し
ょ
う
が
っ
こ
う

も
に
わ
だ
い
ご
ち
ょ
う
め

も
に
わ
だ
い
よ
ん
ち
ょ
う
め

な
し
の

ま
つ
く
ら
・
も

う
ど
う
け
ん
く

ん
れ
ん

つ
な
き

た
ち
ま
ち
ち
ょ
う
が
っ
こ
う
ま
え

に
し

こ
く
ど
う
い
じ

し
ゅ
っ
し
ょ
う

し
ょ
ま
え

だ
い
ば
い
じ
ま
え

せ
ん
だ
い
え
き
ま
え

と
う

ほ
く
こ
う
さ
い

び
ょ
う
い
ん

せ
ん
さ

い
ふ
っ
こ
う
き

ね
ん
か
ん
ま
え

ち
か
て
つ
ひ
ろ
せ
ど
お
り
え
き

ひ
ろ
せ
ど
お
り
い
ち
ば
ん
ち
ょ
う

ひ
ろ
せ
び
ょ
う
い
ん
ま
え

仙
台
駅

広
瀬
通
駅

勾
当
台
公
園
駅

北
四
番
丁
駅

北
仙
台
駅

台
原
駅

科
学
館

旭
ヶ
丘
駅

せ
ん
だ
い
え
き

ひ
ろ
せ
ど
お
り
え
き

こ
う
と
う
だ
い
こ
う
え
ん
え
き

き
た
よ
ば
ん
ち
ょ
う
え
き

き
た
せ
ん
だ
い
え
き

だ
い
の
は
ら
え
き

あ
さ
ひ
が
お
か
え
き

か
が
く
か
ん

ここからバスにのるよ！

仙台駅で地下鉄にのりかえ！
せんだいえき ちかてつ

じっさいの運賃表（バス）
う ん ち ん ひ ょ う

バスカードはここにいれるよ。

次は 茂庭台四丁目
整理券番号 １ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

バ ス

150 150 150

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

乗

継

地下
一区

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

地下
二区

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

バス

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

3

みんながバスに

のって、整理券を

取ったときは、

運賃表は左の

ようになっているよ

せいりけん

うんちんひょう

茂庭台五丁目バス停

次は 仙台駅前

整理券番号 １ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

バ ス

520 520 520 520 520 410 410 410 410 360

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

100 100 100

乗

継

地下
一区

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

地下
二区

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

バス

１ ２ ３ ４ ５ 六 ７ ８ 九 １０

１１ １２ １３ １４ １５ １六 １７ １８ １九 ２０

①

②

③

④

①過年度からの改善点①過年度からの改善点((教材：位置関係と行程教材：位置関係と行程)()(茂庭台小茂庭台小))

資料③ P37～43
6



MELONさんに依頼し、新規作成(講師含む)
校外学習の経験を基に、もし一人一人が車を使ったらどのくらい二酸化炭素が出る
か、二酸化炭素とは何か、環境にどのような影響を与えるか等の内容を記載

①過年度からの改善点①過年度からの改善点((教材：交通と地球温暖化教材：交通と地球温暖化)()(茂庭台小茂庭台小))

資料③ P55～63 7

高学年用に、調べたことを書き込むためのワークシートを新規作成(①～④)
交通局HPでは移動距離も同時に表示される事を利用し、公共交通と自家用車の
CO2排出量を簡便的に試算し比較できる内容を追加(②～③)
巻末に交通とCO2と温暖化の関係を学ぶためのコラムを追加(④)

◆主な原因は、みんながいつも吸っている空気中に

ほんの少しだけ含まれている二酸化炭素という気体です

◆二酸化炭素は太陽から浴びる熱を宇宙へ逃がさないよう、閉じ込める働きをします

(二酸化炭素が無いと逆に地球は寒すぎて、人間は生きられません)

◆しかし、二酸化炭素が増えると、地球の温度が高くなっていきます

◆これが地球温暖化です

地球温暖化のって知ってますか？
ち きゅう おん だん か

何が原因？

どういうしくみで温暖化するの？

78%

21%

1%

窒素

酸素

その他

に さん か たん そ

げんいん す

ふく

ほんの少ししかない「その他」に中の
さらにほんの少しが二酸化炭素です

きたい

げんいん

うちゅう に と こ

ふ

ち きゅう おん だん か

おん だん か

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん か たん そ

空気
全体

▲ふつうの地球 ▲温暖化した地球

熱が逃げていかない！

ぎゃく

少しだけ熱が地球に残り

余分な熱は宇宙に逃げていく

①

②

③

④

①過年度からの改善点①過年度からの改善点((教材：バスの時刻調べ教材：バスの時刻調べ)()(台原小台原小))

資料③ P98～107 8



公共交通とは何か(自家用車と何が違うか)を学習するため新規作成

中学年では公共交通と自家用車のメリットデメリットを考える際のヒント的な位置づけに
て使用(⑤～⑥)
高学年では、パネル討論会のテーマにおける基礎情報提供として使用(①～⑥)

①

②

③

④

⑤

⑥

①過年度からの改善点①過年度からの改善点((教材：公共交通について教材：公共交通について)()(鶴巻小・虹の丘小鶴巻小・虹の丘小))

資料③ P108～120 9

②今年度のモデル授業の効果②今年度のモデル授業の効果

低学年

バス利用経験の少ない児童が、興味を持ち、身近なものに感じられるようになった。
事前学習、模擬乗車体験を通し、自信を持って乗車できていた。
公共のものには守るべきマナーがあると理解していた。
後日、校外学習で行った場所へ家族とバスで行ったという児童も見られた。
環境問題について考えるきっかけになった。

中学年

交通と地球温暖化の関係を学ぶことで、自分たちが地球のために何ができるかなど、環境への
意識が図られた。
公共交通と自動車の長所と短所を考えさせることで、公共交通の良さを理解させることができた。
公共交通が環境に優しいことを理解させることができた。

高学年

環境に対する問題意識を持つことができた。
市バスの要不要について、各々の立場の意見をデータをもとに説明したり、相手の意見を聞い
たりしたことで，市バスの効果と課題についての考え方を深めることができた。

⇒児童から出された意見と主な理由（①税金を多額に使うので不要･②高齢者のために必要･③体
の不自由な人のために必要･④渋滞解消のために必要派･⑤環境保全のために必要派･⑥保護
者へのアンケート結果から必要）
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③来年度の取り組みについて③来年度の取り組みについて

①学習内容・授業計画の確定

環境面の取り組み内容の確定が課題であることから、取り込む学年ごとのレベルについて検討し、学習内容を
確定する

②学習教材の内容・教材の確定

上記学習内容を取り込んだ内容に変更し教材を確定する。

③マニュアルの作成

交通環境学習に取り組み易くすることが課題であることから、教材の利用方法、校外学習の際のバスの手配方
法・実施に必要な情報提供等ついてマニュアルを作成する。

④広報の方法の確定

交通環境学習の普及を図るため、効率的な広報手段の確定が必要であることから、HP・チラシの活用や広報

内容を確定する
学習内容に応じて教材を選択できるよう学年を限定しない教材の提供方法を確定する

来年度の取り組みとして、アンケート･作業部会にて先生方から頂いた意見より、課題を整
理し、対応方針を設定する。

11

効果を把握することが必要であることから、各教材パッケージと効果測定方法の関連付けを検討し、効果測定
方法を確定する

⑤効果測定項目の確定

④来年度のスケジュール④来年度のスケジュール

広報開始(チラシ・サンプル教材配布、HP公開)

H25年度モデル授業実施校決定(初回打合せ、主旨説明含む)

第8回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会(実施校,今年度実施校等報告)

モデル授業の実施

授業効果測定

第9回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会(授業状況、効果測定の報告等)

H25年度作業部会

パッケージ内容、広報手段の改善・確定

第10回 仙台市小学生交通環境学習推進委員会(普及に向けての最終報告)

本格的な全市的普及(チラシ・HP)

H25年度.4月上旬

6月上旬

6月下～7月上旬

9～11月

11～12月

12月中旬

1月中旬

2月下旬

3月

H26年度.4月～
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第４学年 総合的な学習の時間指導案 

日時    平成２４年１１月２８日（水） 
場所 仙台市立鶴巻小学校 ４年２組教室 
授業者            関 真人 

１．単元名「公共交通を使って出かけよう」 
 
２．単元の目標 

  ○公共交通を利用して移動するために必要な情報を調べることができる。 
  ○公共交通を利用して目的地まで校外学習に出かけることができる。 
 
３．学習計画（全５時間） 

時 学習内容 教師の指導・支援 

１ 

 

本 

時 

★公共交通の役割を考えよう。 

①本単元の学習内容について知る。 

②身近な移動手段にはどんなものがあるか考える。 

③自動車と電車・バスの長短を考え比較する。 

④公共交通が環境に及ぼす影響について知る。 

・校外学習に公共交通を利用して出かけるこ

とを伝え，児童の興味を引き出す。 

・自動車と電車・バスの両方の良さを認めな

がらも，環境という視点だと電車・バスが優

位であることに着目させる。 

２ ★バスの時刻・運賃を調べよう。 

①バスを利用して目的地へ行くために必要な情報を

考える。 

②バスの時刻・運賃の調べ方を知る。 

③バスの往路の時刻・運賃を調べる。 

④バスの復路の時刻・運賃を調べる。 

・校外学習の日程を伝え，日程通りに行動す

るにはどの便に乗る必要があるかを考えさ

せる。 

・グループごとに取り組ませ，調べた情報を

グループ内で共有できるようにする。 

３ 

・ 

４ 

★校外学習へ出かけよう。 

①バスを利用して校外学習へ出かける。 

②自分たちの調べた時刻・運賃で目的地に行けるこ

とを確かめる。 

・公共交通を利用しその良さについて実感す

ることができるようにする。 

・利用するときのマナーを事前に指導する。

５ ★公共交通を利用した体験を振り返ろう。 

①本単元の学習内容を振り返り，感想を書く。 

②感想を発表する。 

・ワークシートを用意し，まとめさせる。 
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４．本時の指導 

 （１）本時のねらい 

  ○自動車と電車・バスの長短を考え，公共交通の役割について知ることができる。 

 （２）本時の指導計画（１／５時） 

段
階 主な学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点・評価 

導
入
（
５
分
） 

１．公共交通について知る。 

「今回の校外学習では，公共交通

を使って出かけます。みなさんは

公共交通とはどんなものか知っ

ていますか。」全体 

○知らない 
○バス 
○電車 
○地下鉄 
○モノレール 
○飛行機 
○フェリー  など 

・公共交通の良さとして，一

度に大勢の人が移動できる

ことを押さえておく。 

展
開
（
３
０
分
） 

２．本時の学習内容を知る。 
 
 
３．自動車と電車・バスの長所と

短所を考え，ワークシートに書

く。 
「自動車のいいところは，どんな

ところだろう。」全体 
「他のところについても考えて

みよう。」グループ 
 
４．グループで考えた長所と短所

を発表する。全体 
 
 
 
 
５．自動車と電車・バスの長所と

短所を見比べながら，公共交通

の役割について知る。 
「電車やバスが環境に優しいと

言われるのはなぜだろう。」全体

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○たくさんの人が利用すれ

ば，渋滞が減るから。 
○たくさんの人が利用すれ

ば，排気ガスが減るから。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【評価】自動車と電車・バス

の長所と短所を考えること

ができる。（ワークシート） 
 
・自動車と電車・バスの両方

の良さを認めながらも，環境

という視点だと電車・バスが

優位であることに着目させ

る。 

ま
と
め
（
１
０
分
）

６．バスを利用することが渋滞緩

和や温暖化対策につながるこ

とを知る。全体 
・紙芝居「バスのマメちゃんとラ

ビットだんしゃく」 

○紙芝居を見て，バスを利用

する利点を理解する。 
・紙芝居を通して，公共交通

を利用することが環境によ

い影響を及ぼすことを理解

させ，次時の学習へつなげ

る。 

自動車と電車・バスのいいところとよくないところを
考えよう。 

 いいところ よくないところ 

自
動
車 

○出発時間，到着時間が自由 

○行き先が自由 

○料金（運賃）がかからない 

○他人は乗らない 

○荷物をたくさんつめる。 

△渋滞する 

△ガソリン代がかかる 

△車を買う必要がある 

△免許がいる 

△一度に数人しか乗せられない 

△駐車場が必要 

電
車
・
バ
ス 

○渋滞しない（電車） 

○時間通りに到着する 

○免許が必要ない 

○一度に大勢を乗せられる

○エコである（排気ガス）

○駐車場の心配がない 

△時間が決まっている 

△行き先が不自由 

△料金が必要 

△駅や停留所まで遠いことがある

△天気に左右される 

△他人が乗っている 

△少しの荷物しか運べない 
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（３）準備物 

  教師：ワークシート，紙芝居「バスのマメちゃんとラビットだんしゃく」 

  児童：筆記用具 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○公共交通とは… 

・バス 
・電車 
・地下鉄 
・モノレール 
・飛行機 
・フェリー など 
 

自動車と電車・バスのいいところと
よくないところを考えよう。 

 いいところ よくないところ 

自
動
車 

○出発時間，到着時間が自由 

○行き先が自由 

○料金（運賃）がかからない 

○他人は乗らない

○荷物をたくさんつめる。 

△渋滞する 

△ガソリン代がかかる 

△車を買う必要がある 

△免許がいる 

△一度に数人しか乗せられない 

△駐車場が必要 

電
車
・
バ
ス 

○渋滞しない（電車） 

○時間通りに到着する 

○免許が必要ない 

○一度に大勢を乗せられる 

○エコである（排気ガス） 

○駐車場の心配がない 

△時間が決まっている 

△行き先が不自由 

△料金が必要 

△駅や停留所まで遠いことがある 

△天気に左右される 

△他人が乗っている 

△少しの荷物しか運べない 

電車・バスを利用する

ことは，エコになる！
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